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「
鹿
ケ
谷
事
件
」
再
考

川 

合　

康

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鹿
ケ
谷
事
件
／
平
家
物
語
／
延
暦
寺
／
平
清
盛
／
西
光

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
や
『
愚
管
抄
』
が
記
し
て
い
る
所
謂
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
そ
の
事
件
の
本
質
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
平
家
物
語
』
成
立
事
情
に
つ
い
て
一
つ
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
「
鹿
ケ
谷
事

件
」
と
は
、
①
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
所
在
す
る
法
勝
寺
執
行
俊
寛
の
山
荘
（『
愚
管
抄
』
で
は
静
賢
法
印
の
山
荘
）
に
、
後
白
河
院
や
権

大
納
言
藤
原
成
親
を
は
じ
め
と
す
る
院
近
臣
た
ち
が
集
ま
り
、
平
氏
一
門
を
打
倒
す
る
謀
議
を
行
っ
た
が
、
②
そ
の
謀
議
に
参
加
し
て
い

た
摂
津
多
田
源
氏
の
多
田
行
綱
が
清
盛
に
密
告
し
た
た
め
、
③
謀
議
を
知
っ
た
清
盛
が
、
藤
原
成
親
や
西
光
ら
院
近
臣
を
捕
ら
え
、
西
光

を
殺
害
す
る
と
と
も
に
成
親
を
備
前
国
に
配
流
し
、
藤
原
成
経
・
平
康
頼
・
俊
寛
を
薩
南
諸
島
の
鬼
界
が
島
（
硫
黄
島
）
に
流
し
た
と
い

う
、『
平
家
物
語
』
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
政
変
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
一
二
年
に
「「
鹿
ケ
谷
事
件
」
考
」
を
発
表
し
）
1
（

、
こ
の
よ
う
な
通
説
的
理
解
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
疑
問
点
を
提
示
し
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た
。
そ
れ
は
、
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
五
月
二
十
九
日
夜
半
か
ら
六
月
三
日
に
か
け
て
の
、
西
光
の
捕
縛
・
殺
害
、
藤
原
成
親
の
捕
縛
・

配
流
、
俊
寛
ら
院
近
臣
の
解
官
な
ど
は
、
同
時
代
の
貴
族
の
日
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
①
の
平
氏
一
門
の
打
倒
の
謀
議
に

つ
い
て
は
、
西
光
捕
縛
後
に
お
い
て
、
尋
問
を
受
け
た
西
光
が
「
可
レ
危
二
入
道（
平
清
盛
）相国

一
之
由
」
を
白
状
し
た
と
い
う
噂
レ
ヴ
ェ
ル
の
情
報

が
、『
玉
葉
』
と
『
顕
広
王
記
』
の
二
か
所
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
②
の
多
田
行
綱
の
密
告
に
つ
い
て
は
一
次
史
料
で
全
く
確
認
で
き

ず
、
③
の
謀
議
を
理
由
に
政
変
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
、
二
か
所
の
噂
の
記
事
に
限
ら
れ
、
以
後
は
史
料
上
に
一
切
あ
ら
わ

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
②
③
の
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
の
顚
末
を
詳
し
く
叙
述
す
る
の
は
『
愚
管
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
だ
け
で

あ
り
、
そ
れ
を
要
約
し
た
記
事
を
掲
載
す
る
の
も
、『
百
練
抄
』『
保
暦
間
記
』
な
ど
の
編
纂
史
書
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
安
元
三
年
の
政
変
は
平
氏
打
倒
の
謀
議
に
対
す
る
報
復
で
は
な
く
、
後
白
河
院
と
院
近
臣
が
計
画
し
て

い
た
延
暦
寺
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
、
平
清
盛
が
阻
止
し
よ
う
と
し
た
武
力
介
入
と
と
ら
え
て
お
り
、
平
氏
打
倒
の
謀
議
を
理
由
に
、
清

盛
が
院
近
臣
を
捕
縛
・
処
刑
し
た
と
す
る
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
は
、
当
時
流
れ
て
い
た
噂
を
も
と
に
、
の
ち
に
『
愚
管
抄
』
や
『
平
家
物

語
』
が
創
作
し
た
虚
構
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
③
の
謀
議
を
理
由
に
清
盛
が
政
変
を
引
き
起
こ
し
た
と
す
る
研
究
史
上
の
学
説
を
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
と
い
う
枠

組
み
が
歴
史
的
に
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
る
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
と
整
理
し
、
批
判
し
た
。
こ
の
場
合
、
謀
議
は
実
際
に
は
存
在
せ

ず
、
た
と
え
清
盛
に
よ
る
「
で
っ
ち
あ
げ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
口
実
に
政
変
を
起
こ
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
鹿

ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
と
な
る
。
私
見
は
、
拙
稿
で
「
①
の
平
氏
打
倒
（
清
盛
殺
害
）
の
謀
議
は
、
捕
縛
さ
れ
た
西
光
の
白
状
で
明
る
み
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
具
体
性
を
も
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
自
体
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
③
の
清

盛
に
よ
る
西
光
・
藤
原
成
親
の
捕
縛
は
、
そ
の
謀
議
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
阻
止
す
る
た
め
の
軍
事
介
入

と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
②
の
多
田
行
綱
の
密
告
も
史
実
で
は
な
い
と
考
え
る
」（
二
四
三
・
二
四
四
頁
）
と
述
べ
、
謀
議
が
あ
ろ
う
が
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な
か
ろ
う
が
、
政
変
に
い
た
る
政
治
過
程
と
は
無
関
係
と
理
解
し
、
③
を
明
確
に
否
定
す
る
以
上
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
否
定
論
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
安
元
三
年
の
政
変
は
、
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
光
の
子
息
加
賀
守
藤
原
師
高
・
目
代
師
経
の
兄
弟
が
、
加
賀
国
内
で
白

山
中
宮
・
延
暦
寺
の
勢
力
と
対
立
し
、
白
山
神
領
の
在
家
を
焼
き
払
っ
た
た
め
、
安
元
三
年
四
月
十
三
日
、
延
暦
寺
大
衆
が
加
賀
守
藤

原
師
高
の
配
流
を
求
め
て
、
神
輿
を
奉
じ
て
閑
院
内
裏
へ
強
訴
に
及
ん
だ
こ
と
が
、
事
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
後
白
河
院
は
、
事
態
を
収

拾
す
る
た
め
、
四
月
二
十
日
に
加
賀
守
師
高
の
尾
張
国
配
流
と
神
輿
を
射
た
武
士
た
ち
の
禁
獄
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
は
延
暦
寺
へ
の

反
撃
に
転
じ
、
五
月
四
日
に
天
台
座
主
明
雲
を
拘
束
し
、
翌
五
日
に
は
天
台
座
主
職
を
解
任
、
同
十
一
日
に
は
覚
快
法
親
王
（
鳥
羽
院
第

七
皇
子
、
後
白
河
院
異
母
弟
）
を
後
任
の
天
台
座
主
職
に
補
任
し
た
。
さ
ら
に
院
と
近
臣
た
ち
は
、
公
卿
議
定
の
結
果
を
無
視
し
て
、
明

雲
を
還
俗
さ
せ
て
配
流
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
二
十
三
日
に
明
雲
の
伊
豆
配
流
を
強
行
し
た
が
、
二
千
人
の
延
暦
寺
大
衆
が
近
江
国
国

分
寺
中
路
で
待
ち
構
え
、
明
雲
を
奪
還
し
て
比
叡
山
上
に
連
れ
去
っ
た
。
こ
の
報
に
激
怒
し
た
後
白
河
院
は
、
延
暦
寺
を
武
力
攻
撃
す
る

こ
と
を
決
意
し
、
左
大
将
平
重
盛
・
右
大
将
平
宗
盛
に
出
陣
を
命
じ
た
が
、
摂
津
国
福
原
に
隠
棲
し
て
い
る
清
盛
が
延
暦
寺
と
協
調
関

係
に
あ
っ
た
た
め
、
両
人
は
清
盛
の
意
向
に
し
た
が
う
と
回
答
し
た
。
そ
こ
で
院
は
使
者
を
福
原
に
派
遣
し
、
二
十
七
日
夜
に
清
盛
は
入

洛
、
翌
二
十
八
日
、
院
御
所
に
お
い
て
後
白
河
院
は
清
盛
と
対
面
し
て
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
合
意
さ
せ
た
が
、
清
盛
は
「
内
心
不

レ
悦
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
二
十
九
日
夜
半
、
清
盛
は
、
ま
ず
紛
争
の
当
事
者
で
あ
っ
た
西
光
を
捕
縛
す
る
と
と
も

に
、
翌
六
月
一
日
に
は
長
年
に
わ
た
り
延
暦
寺
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
藤
原
成
親
も
捕
ら
え
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　

安
元
三
年
の
政
変
は
こ
の
よ
う
な
政
治
過
程
の
な
か
で
出
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
え
て
「
鹿
ケ
谷
の
謀
議
」
を
介
在
さ
せ
る
必
要
は

な
く
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
阻
止
す
る
行
動
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
は
、
延
暦
寺

と
院
勢
力
の
対
立
か
ら
生
じ
た
政
変
を
、
清
盛
と
院
勢
力
の
対
立
と
し
て
再
構
成
し
た
虚
構
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
筆
者
は
、
二

〇
〇
四
年
の
拙
稿
「
治
承
・
寿
永
の
内
乱
と
伊
勢
・
伊
賀
平
氏
」
以
来
、
一
般
向
け
の
通
史
や
概
説
書
、
講
演
録
な
ど
で
同
趣
旨
を
繰
り

3



返
し
述
べ
て
き
た
が
）
2
（

、
書
き
方
が
明
快
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
誤
解
に
基
づ
い
た
批
判
や
反
応
に
た
び
た
び
接
し
た
。

　

例
え
ば
、
松
下
健
二
氏
は
、「
近
年
で
は
『
平
家
物
語
』
に
由
来
す
る
従
来
の
鹿
ケ
谷
事
件
像
は
大
幅
な
見
な
お
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
」

と
し
て
、
拙
稿
「「
鹿
ケ
谷
事
件
」
考
」
も
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、「
平
氏
討
伐
の
陰
謀
が
緊
迫
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
口
実
に
利

用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
は
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る
よ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る
）
3
（

。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
拙
稿
で
は
、「
平
氏
討
伐

の
陰
謀
」
が
状
況
を
打
開
す
る
「
口
実
」
に
利
用
さ
れ
た
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
遺

憾
な
こ
と
に
、
拙
稿
を
「
鹿
ケ
谷
の
陰
謀
」
実
在
論
と
し
て
紹
介
す
る
論
考
ま
で
が
公
表
さ
れ
た
）
4
（

。
か
か
る
誤
読
を
独
り
歩
き
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
拙
稿
に
寄
せ
ら
れ
た
批
判
に
答
え
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
理
解
を
明
確
化
し
、
政
変
の
歴
史
的
性
格
を
論
じ
た
い
。

第
一
章　
「
鹿
ケ
谷
の
陰
謀
」
を
め
ぐ
っ
て

　

す
で
に
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
平
氏
打
倒
（
清
盛
殺
害
）
の
謀
議
に
つ
い
て
記
す
同
時
代
史
料
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

〔
史
料
1
〕『
玉
葉
』
安
元
三
年
六
月
二
日
条

二
日
、
庚
午
、
雨
下
、
去
夜
半
刎
二
西
光
頸
一
了
、
又
成（
藤
原
）親

卿
流
二
遣
備
前
国
一
、
相
二
副
武
士
両
三
人
一
云
々
、
或
云
、
西
光
被
二
尋
問
一

之
間
、
可
レ
危
二
入
道（
平
清
盛
）相国

一
之
由
、
法
皇
及
近
臣
等
令
二
謀
議
一
之
由
承
伏
、
又
注
下
申
預
二
其
議
定
一
之
人
々
交
名
上
云
々
、
随
二
彼

状
一
可
二
捕
搦
一
之
輩
太
多
云
々
、
或
云
、
成
親
於
レ
路
可
レ
失
之
由
云
々
、
又
云
、
左
大
将
重
盛
平
に
申
請
云
々
、
此
間
説
縦
横
也
、

難
レ
取
二
実
説
一
歟
、

4
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〔
史
料
2
〕『
顕
広
王
記
』
安
元
三
年
六
月
五
日
条
）
5
（

法
勝
寺
執
行
俊
寛
解〻
官〻
解
官
、
尋
二
事
発
一
者
、
寄
二
事
於
大
衆
一
、
謀
欲
レ
誅
二
禅（
平
清
盛
）定相

国
一
云
々
、

〔
史
料
1
〕
は
、
捕
縛
さ
れ
た
西
光
が
殺
害
さ
れ
、
藤
原
成
親
が
備
前
国
に
流
さ
れ
た
六
月
二
日
に
な
っ
て
、
右
大
臣
九
条
兼
実
の
耳

に
入
っ
た
情
報
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尋
問
を
受
け
た
西
光
が
、
清
盛
の
命
を
狙
う
謀
議
を
後
白
河
院
や
院
近
臣
ら
が
行
っ
て
い
た

こ
と
を
白
状
し
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
人
々
の
交
名
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
多
く
の
近
臣
が
捕
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い

う
憶
測
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
備
前
国
に
流
さ
れ
た
藤
原
成
親
が
道
中
に
お
い
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
情
報
や
、
成

親
の
妹
を
妻
に
し
て
い
た
平
重
盛
が
成
親
の
命
乞
い
を
し
た
と
い
う
噂
も
伝
え
て
い
る
。
兼
実
自
身
が
「
是
間
説
縦
横
也
、
難
レ
取
二
実

説
一
歟
」
と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
真
偽
不
明
の
様
々
な
情
報
が
貴
族
社
会
の
な
か
で
飛
び
交
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
記
事
の

内
容
を
史
実
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

〔
史
料
2
〕
は
、
さ
ら
に
数
日
が
経
っ
た
『
顕
広
王
記
』
六
月
五
日
条
で
あ
る
。
西
光
・
藤
原
成
親
に
続
い
て
、
六
月
三
日
夜
に
「
法

皇
近
習
之
輩
」
で
あ
る
法
勝
寺
執
行
俊
寛
・
卜
部
基
仲
・
山
城
守
中
原
基
兼
・
検
非
違
使
左
衛
門
少
尉
惟
宗
信
房
・
同
平
佐
行
・
同
平
康

頼
の
六
人
の
院
近
習
が
捕
ら
え
ら
れ
）
6
（

、
翌
四
日
に
は
基
兼
・
信
房
・
佐
行
・
康
頼
の
見
任
が
解
却
さ
れ
た
）
7
（

。〔
史
料
2
〕
は
、
五
日
に
法

勝
寺
執
行
俊
寛
が
解
官
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
顕
広
王
は
、
政
変
の
原
因
と
し
て
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
の

混
乱
に
乗
じ
て
清
盛
を
討
つ
謀
略
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
を
書
き
留
め
て
お
り
、〔
史
料
1
〕
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
情
報
が
流
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
謀
議
に
関
す
る
情
報
は
、
西
光
・
藤
原
成
親
の
捕
縛
・
処
刑
後
に
流
れ
て
お
り
、
何
人
も
の
有
力
な
院
近
臣
が
次
々
と
清

盛
に
捕
縛
さ
れ
る
な
か
で
、
か
か
る
デ
マ
が
流
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
西
光

5



と
藤
原
成
親
を
除
い
て
は
、
清
盛
は
後
白
河
院
の
許
可
を
得
た
う
え
で
院
近
臣
の
処
罰
を
進
め
て
お
り
）
8
（

、
木
工
頭
平
業
房
に
つ
い
て
は
連

行
後
に
院
の
再
三
に
わ
た
る
懇
願
に
よ
っ
て
放
免
す
る
な
ど
）
9
（

、
院
を
必
要
以
上
に
刺
激
し
な
い
よ
う
冷
静
に
行
動
し
て
い
る
点
で
あ
る
）
10
（

。

こ
う
し
た
清
盛
の
態
度
を
見
る
と
、
清
盛
殺
害
の
謀
議
に
参
加
し
た
罪
で
院
近
臣
の
捕
縛
を
進
め
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
あ
ら
た
め
て
西
光
・
成
親
が
捕
縛
さ
れ
た
直
後
の
『
玉
葉
』
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。

〔
史
料
3
〕『
玉
葉
』
安
元
三
年
六
月
一
日
条

一
日
、
己
巳
、
天
晴
、
辰
刻
人
伝
云
、
今
暁
入
道
相
国
坐
二
八
条
亭
一
、
召
二
取
師
光
法
師
一
法
名
西
光
、
法
皇
第
一
近

臣
也
、
加
賀
守
師
高
父
、 

禁
二
固
之
一
、
被
レ
問
二
年
来

之
間
所
レ
積
之
凶
悪
事
一
、
幷
今
度
配
二
流
明
雲
一
、
及
讒
二
邪
万
人
於
法
皇
一
、
如
レ
此
之
間
、
非
常
不
敵
事
等
云
々
、
又
今
旦
招
二
寄

成
親
卿
一
、
同
以
禁
錮
、
殆
及
二
面
縛
一
云
々
、
武
士
充
二
満
洛
中
一
、

　

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
清
盛
に
よ
る
西
光
の
捕
縛
・
禁
固
の
理
由
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
西
光
が
積
み
重
ね
て
き
た
「
凶
悪
の
事
」
を

尋
問
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
事
件
で
明
雲
配
流
を
進
言
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
万
人
を
後
白
河
院
に
讒
邪
し
た
罪
科
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
西
光
が
積
み
重
ね
て
き
た
「
凶
悪
の
事
」
と
は
、
第
四
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）

二
月
に
天
台
座
主
快
修
が
山
上
か
ら
追
放
さ
れ
た
事
件
や
、
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
十
二
月
に
藤
原
成
親
の
配
流
を
求
め
て
延
暦
寺
大

衆
が
大
内
裏
に
強
訴
し
た
事
件
を
、
明
雲
の
仕
業
と
し
て
院
に
讒
言
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
九
条
兼
実
の
耳
に
入
っ
た

西
光
捕
縛
の
第
一
報
は
、
ま
さ
に
延
暦
寺
と
院
近
臣
の
激
し
い
抗
争
に
清
盛
が
介
入
し
た
こ
と
を
示
す
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

治
承
・
寿
永
内
乱
後
に
執
筆
さ
れ
た
記
録
性
の
強
い
年
代
記
『
年
号
次
第
』（
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
）
に
は
、「
延
暦
寺
一

宗
永
可
二
滅
亡
一
之
由
風
聞
、
其
僉
議
人
々
師
高
親
父
師
光
法
師
・
法
勝
寺
執
行
権
少
僧
都
俊
寛
・
権
大
納
言
成
親
等
也
」
と
あ
り
）
11
（

、
延

6



「鹿ケ谷事件」再考

暦
寺
と
の
紛
争
の
当
事
者
で
あ
っ
た
西
光
・
成
親
は
も
ち
ろ
ん
、
俊
寛
ら
も
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
進
め
よ
う
と
し
た
張
本
の
一
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
清
盛
の
行
動
は
、
西
光
・
成
親
の
処
刑
か
ら
俊
寛
ら
の
捕
縛
・
配
流
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
延
暦
寺

問
題
へ
の
対
処
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
噂
と
し
て
一
時
流
れ
た
清
盛
殺
害
の
謀
議
は
、
あ
く
ま
で
噂
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
政
変
の
本
質
と

は
無
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
呉
座
勇
一
氏
は
そ
の
著
『
陰
謀
の
日
本
中
世
史
』
の
第
二
章
「
陰
謀
を
軸
に
『
平
家
物
語
』
を
読
み
な
お
す
」
に
お
い
て
、

「
鹿
ケ
谷
事
件
」
を
検
討
し
て
い
る
）
12
（

。
呉
座
氏
の
「
鹿
ケ
谷
の
陰
謀
」
説
批
判
が
、
基
本
的
に
拙
稿
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
呉
座
氏

自
身
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
拙
稿
に
対
し
て
「
川
合
氏
は
謀
議
の
存
在
じ
た
い
は
事
実
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
疑
問
で
あ

る
」（
五
七
頁
）
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
謀
議
の
有
無
を
論
じ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た

た
め
、
前
述
の
よ
う
に
、「
ど
れ
ほ
ど
具
体
性
を
も
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
自
体
は
否
定
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
だ

け
で
あ
り
、
謀
議
の
存
在
を
事
実
と
し
て
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
謀
議
の
情
報
を
切
り
札
に
し
て
、
有

力
な
院
近
臣
で
あ
っ
た
西
光
や
藤
原
成
親
を
捕
縛
で
き
る
ほ
ど
、
貴
族
社
会
は
無
秩
序
な
平
氏
の
恐
怖
政
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
」（
二
四
二
・
二
四
三
頁
）
と
疑
問
を
呈
し
、
平
氏
打
倒
の
謀
議
で
は
な
く
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
阻
止
す
る
軍
事
行
動

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
清
盛
は
思
い
切
っ
た
行
動
が
と
れ
た
の
で
あ
り
、
一
定
の
正
当
性
を
も
っ
て
貴
族
社
会
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
と

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
謀
議
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
こ
の
政
変
に
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
呉
座
氏
は
、「
西
光
を
斬
首
し
藤
原
成
親
を
配
流
先
で
殺
害
す
る
と
い
う
清
盛
の
苛
酷
な
処
罰
に
は
私
的
制
裁
の
色
が
濃
い
。

延
暦
寺
問
題
で
逮
捕
さ
れ
た
西
光
が
清
盛
誅
殺
の
謀
議
を
自
白
し
た
こ
と
が
、
清
盛
に
よ
る
私
刑
の
根
拠
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」

「
平
氏
一
門
に
批
判
的
な
西
光
・
成
親
を
延
暦
寺
問
題
で
別
件
逮
捕
し
て
お
い
て
、
陰
謀
の
罪
を
着
せ
、
死
刑
に
処
す
こ
と
こ
そ
が
清
盛

の
狙
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
五
七
・
五
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
に
は
、
陰
謀
の
罪
を
着
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
「
陰

7



謀
論
」
に
、
呉
座
氏
自
身
が
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
呉
座
氏
は
『
軍
記
物

語
講
座
』
の
別
の
論
文
で
は
、「「
鹿
ケ
谷
の
陰
謀
」
実
在
論
が
再
び
力
を
増
し
て
い
る
」
と
し
て
拙
稿
を
紹
介
し
て
い
る
）
13
（

。
ど
こ
を
ど
の

よ
う
に
読
め
ば
そ
の
よ
う
な
理
解
に
い
た
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
私
は
呉
座
氏
の
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
に
大
い
に
疑
問
を
感
じ
る
。

第
二
章　

軍
事
介
入
の
正
当
性
を
め
ぐ
っ
て

　
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
・
否
定
論
と
い
う
研
究
史
整
理
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
昌
明
氏
か
ら
批
判
を
受
け
た
。
拙
稿
で
は
髙
橋
氏
の
説

を
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
に
分
類
し
た
が
、
髙
橋
氏
は
『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』
の
補
記
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
）
14
（

。

し
か
し
な
が
ら
筆
者
も
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
と
い
う
事
件
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
歴
史
的
に
認
め
る
立
場
だ
、
と
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯

定
論
と
し
て
一
括
し
て
批
判
さ
れ
る
の
は
乱
暴
な
議
論
で
あ
る
。
氏
が
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
と
い
う
カ
ッ
コ
付
き
で
語
る
従
来
の
歴
史

理
解
は
、「
延
暦
寺
大
衆
と
後
白
河
院
・
院
近
臣
と
の
政
治
的
対
立
を
隠
蔽
し
て
、
清
盛
の
西
光
・
藤
原
成
親
に
対
す
る
異
例
の
処

罰
だ
け
を
、
清
盛
の
お
ご
り
に
満
ち
た
権
力
を
象
徴
す
る
」（
二
四
四
頁
）
も
の
と
し
て
語
る
立
場
で
あ
ろ
う
。（
二
一
五
頁
）

　

こ
こ
で
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
点
は
、
髙
橋
氏
が
右
で
引
用
さ
れ
て
い
る
拙
稿
の
文
章
は
、
拙
稿
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
慈

円
が
『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
安
元
三
年
の
政
変
を
ど
の
よ
う
に
描
き
直
し
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
り
、
研
究
史
に
お
け
る

「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
の
内
容
を
示
し
た
箇
所
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
と
は
、
す
で
に
何
度
も
繰
り
返
し
て

い
る
よ
う
に
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
①
〜
③
の
要
素
の
う
ち
、
③
の
謀
議
を
理
由
に
清
盛
が
政
変
を
引
き
起
こ
し
た
と
す
る

8



「鹿ケ谷事件」再考

研
究
史
上
の
学
説
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
謀
議
を
清
盛
に
よ
る
「
で
っ
ち
あ
げ
」
と
理
解
す
る
下
向
井
龍
彦
氏
や
上
杉
和
彦
氏
の
説

に
お
い
て
も
）
15
（

、
そ
れ
を
理
由
に
政
変
を
起
こ
し
た
と
理
解
す
る
以
上
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
と
い
う
事
件
が
歴
史
的
に
存
在
し
た
こ
と
を
認
め

る
立
場
と
な
り
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
肯
定
論
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
髙
橋
氏
の
③
の
理
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
一
貫
し
て
後
白
河
に
よ
る
延
暦
寺
へ
の
強
硬
姿
勢
を
軸
に
歴
史
的
な
推
移
を
跡
づ
け
、
そ
の
中
で
西
光
・
成
親
の
逮
捕
を
論

じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
川
合
氏
を
含
め
他
の
ど
の
論
者
よ
り
も
詳
細
に
史
実
を
復
元
し
た
つ
も
り
で
あ
る
し
、
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
た
清
盛
の
一
発
逆
転
の
手
段
と
し
て
、
西
光
・
成
親
の
逮
捕
を
理
解
す
る
立
場
に
強
く
共
鳴
し
て
い
る
。
そ
し
て

西
光
の
自
白
に
よ
っ
て
発
覚
し
た
も
の
と
は
い
え
、
平
家
打
倒
の
謀
議
が
存
在
し
た
こ
と
は
当
然
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
で
っ

ち
あ
げ
だ
け
で
、
仮
に
も
権
大
納
言
の
地
位
に
あ
る
院
の
寵
臣
を
、
解
官
も
待
た
ず
配
流
し
、
あ
げ
く
に
は
惨
殺
す
る
と
い
う
暴
走

が
可
能
な
ど
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
氏
と
違
う
の
は
、
行
綱
の
密
告
が
な
か
っ
た
と
明
確
に
断
言
し
て
い
な
い
と
い
う

点
だ
け
で
あ
る
。（
二
一
五
頁
） 

（
原
論
文
に
あ
る
段
落
は
川
合
が
省
略
し
た
。
以
下
、
同
じ
）

　

こ
こ
で
髙
橋
氏
が
「
平
家
打
倒
の
謀
議
が
存
在
し
た
こ
と
は
当
然
前
提
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拙
稿
と
の
違
い
は

明
白
で
あ
ろ
う
。
髙
橋
氏
は
や
は
り
謀
議
を
前
提
と
し
て
、
政
変
の
強
行
が
可
能
に
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
は
「
で
っ

ち
あ
げ
」
で
こ
の
よ
う
な
政
変
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と
主
張
し
て
、
謀
議
の
実
在
を
強
調
し
て
い
る
が
、
拙
稿
で
は
、
平
氏
打
倒
の
謀

議
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
延
暦
寺
と
厳
し
く
対
立
す
る
院
近
臣
の
西
光
・
成
親
以
下
を
捕
縛
・
処
刑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
延
暦
寺

へ
の
武
力
攻
撃
を
阻
止
し
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
一
言
付
け
加
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
髙
橋
氏
は
右
の
引
用
の
な
か
で
、「
仮
に
も
権
大
納
言
の
地
位
に
あ
る
院
の
寵
臣
を
、
解
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官
も
待
た
ず
配
流
し
、
あ
げ
く
に
は
惨
殺
す
る
と
い
う
暴
走
が
可
能
な
ど
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
藤
原
成
親
が
惨
殺

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
必
ず
し
も
自
明
の
事
実
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
前
章
で
掲
げ
た
〔
史
料
1
〕
の
『
玉
葉
』

安
元
三
年
六
月
二
日
条
に
は
、「
或
云
、
成
親
於
レ
路
可
レ
失
之
由
云
々
」
と
い
う
噂
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
護
送
の
武
士
「
両
三
人
」
に

付
き
添
わ
れ
て
備
前
国
に
配
流
さ
れ
、
六
月
十
一
日
に
は
九
条
兼
実
の
も
と
に
「
成
親
在
二
備
前
国
一
于
今
存
命
、
内（
平
重
盛
）府密
々
送
二
衣
裳
之

類
一
云
々
」
と
、
平
重
盛
か
ら
衣
類
の
支
援
な
ど
を
受
け
て
、
配
流
先
の
備
前
国
で
存
命
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
成
親
の

配
流
先
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
「
殿
ハ
備
前
児
嶋
ト
カ
ヤ
ヘ
流
サ
レ
給
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
過
ヌ
ル
比
ヨ
リ
、
有
木
別
所
ト

云
所
ニ
オ
ワ
シ
マ
ス
」（
第
一
末
「
成
親
卿
出
家
事 

付
彼
北
方
備
前
ヘ
使
ヲ
被
遣
事
」）
と
記
し
て
お
り
）
16
（

、
最
初
は
備
前
児
島
に
流
さ
れ
、

の
ち
備
前
・
備
中
国
境
の
吉
備
の
中
山
の
有
木
別
所
に
移
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
諸
本
に
お
い
て
、
成
親
の
配
所
が
児
島

と
有
木
別
所
の
両
伝
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
）
17
（

、
児
島
は
海
上
交
通
の
要
衝
で
、
平
氏
権
力
の
拠
点
と
な
っ

た
地
域
で
あ
り
、
有
木
別
所
は
山
麓
に
吉
備
津
彦
神
社
・
吉
備
津
神
社
が
鎮
座
す
る
吉
備
の
中
山
に
所
在
し
て
お
り
、
古
代
以
来
の
吉
備

の
宗
教
的
中
心
地
で
あ
る
。
清
盛
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
土
地
に
成
親
を
流
し
て
、
惨
殺
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
顕
広
王
記
』
同
年
七
月
九
日
条
は
、「
入
道
大
納
言
成
親
卿
薨
二
于
備
前
国
一
、
年
卌
云
々
、
依
二
艱
難
之
責
一
、
飲
水
増
気
云
々
、
実

不
レ
飲
レ
水
歟
、
依
二
条
々
迫
責
一
、
其
命
不
レ
堪
、
薨
去
了
」
と
記
し
て
お
り
、
成
親
が
迫
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
情
報
と
と
も

に
、
飲
水
の
病
が
重
症
化
し
て
病
死
し
た
と
い
う
説
も
伝
え
て
い
る
し
、『
愚
管
抄
』
に
は
「
七
日
バ
カ
リ
物
ヲ
食
セ
デ
後
、
サ
ウ
ナ
ク

ヨ
キ
酒
ヲ
飲
セ
ナ
ド
シ
テ
ヤ
ガ
テ
死
亡
シ
テ
ケ
リ
」（
巻
第
五
「
高
倉
」）
と
、
七
日
間
絶
食
さ
せ
た
の
ち
に
酒
を
飲
ま
せ
て
死
亡
さ
せ
た

と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
も
、
菱
を
植
え
た
穴
に
成
親
を
落
と
し
て
惨
殺
し
た
と
す
る
一
方
で
、
京
で
は
「
歎

ノ
日
数
積
テ
、
ヤ
セ
衰
テ
思
死
ニ
死
給
タ
リ
ト
モ
聞
ユ
」（
第
一
末
「
成
親
卿
ノ
北
方
君
達
等
出
家
事
」）
な
ど
、
成
親
の
死
因
に
関
し
て

様
々
な
噂
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
実
際
に
成
親
が
ど
の
よ
う
に
死
亡
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』

10



「鹿ケ谷事件」再考

が
描
く
よ
う
な
残
酷
な
殺
さ
れ
方
だ
け
が
史
料
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
備
前
国
児
島
あ
る
い
は
有
木
別
所
が
、
譜
代
の
平
氏
家
人
で
あ
る
難
波
氏
・
妹
尾
氏
の
本
拠
に
近
く
、
監
視
の
目
が
行
き
届

く
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
成
親
を
し
ば
ら
く
の
間
そ
の
地
に
移
し
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
ク
ー
デ
タ
で

同
じ
く
備
前
国
に
流
さ
れ
た
前
関
白
藤
原
基
房
と
同
様
に
、
や
が
て
赦
免
し
て
京
に
呼
び
戻
す
予
定
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
鬼
界
が
島
に
流
さ
れ
た
俊
寛
が
、
実
際
に
は
赦
免
さ
れ
る
前
に
そ
の
地
で
死
去
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
18
（

、
成
親
も
配

所
に
お
い
て
何
ら
か
の
事
情
で
急
死
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
成
親
の
惨
殺
を
前
提
に
平
氏
打
倒
の
謀
議
が
存

在
し
た
と
判
断
す
る
議
論
に
は
、
賛
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

髙
橋
氏
は
先
に
引
用
し
た
文
章
の
な
か
で
、「
し
た
が
っ
て
氏
と
違
う
の
は
、
行
綱
の
密
告
が
な
か
っ
た
と
明
確
に
断
言
し
て
い
な
い

と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
す
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
髙
橋
氏
と
拙
稿
は
根
本
的
に
理
解
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
、
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
平
氏
打
倒
の
謀
議
の
情
報
が
、
な
ぜ
清
盛
が
院
近
臣
を
捕
縛
・
処
刑
す
る
正
当
な
理
由
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
政
変
は
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
阻
止
と
い
う
、
平
氏
一
門
の
個
別
的
利
害
を
超
え
た
目
的
・
正
当
性
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
清
盛
の
軍
事
介
入
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
後
白
河
院
政
の
延
暦
寺
に
対
す
る
強
硬
な
政
策
に
反
対
す
る
貴
族
社
会
に
も
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
髙
橋
氏
が
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
謀
議
が
「
酒
席
に
あ
り
が
ち
な
大
言
壮
語
の
域
を
あ
ま
り
出

ず
、
準
備
粗
漏
な
も
の
で
あ
っ
た
」（
二
〇
八
頁
）
と
す
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
平
氏
権
力
に
よ
る
よ
ほ
ど
の
恐
怖
政
治
を
前

提
に
し
な
い
限
り
、
髙
橋
氏
の
理
解
は
成
立
し
な
い
と
考
え
る
。
後
白
河
院
政
が
機
能
し
て
い
た
安
元
三
年
段
階
に
お
い
て
、
普
段
福
原

に
隠
棲
し
て
い
た
平
清
盛
が
そ
の
よ
う
な
絶
大
な
権
力
を
も
っ
て
い
た
と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
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第
三
章　
『
平
家
物
語
』
と
『
百
練
抄
』
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て

　

平
清
盛
に
よ
っ
て
西
光
が
殺
害
さ
れ
、
藤
原
成
親
が
捕
縛
さ
れ
た
安
元
三
年
六
月
一
日
の
『
百
練
抄
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〔
史
料
4
〕

六
月
一
日
、
入
道
大
相
国
召
二
取
権
大
納
言
成
親
、
右
近
少
将
成
経
、
左
衛
門
尉
師
光
法
師
一
法
名　

西
光
、

禁
二
固
西
八
条
亭
一
、
各
上
皇
恩
寵

之
輩
也
、
成
親
卿
已
下
有
二
密
謀
一
之
由
、
源
行
綱
告
二
言
入
道（
平
清
盛
）相国

一
云
々
、
入
レ
夜
師
光
法
師
被
二
梟
首
一
、
今
日
、
天
台
大
衆
下

洛
、
而
聞
二
此
由
一
含
レ
悦
帰
山
、
明
雲
罪
科
事
、
師
光
法
師
讒
奏
之
故
也
、
於
二
成
親
卿
一
者
遣
二
備
前
国
一
、

　

右
の
記
事
の
前
半
は
、『
平
家
物
語
』
と
同
様
の
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
を
伝
え
て
い
る
が
、
拙
稿
で
は
、『
百
練
抄
』
は
「『
平
家
物
語
』

の
テ
キ
ス
ト
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
文
献
」
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る
か
ら
と
い
っ
て
、
多
田
行
綱
の
密
告

に
基
づ
く
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
が
実
際
に
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
が
、
髙
橋
昌
明
氏
か
ら
次
の
批
判
を
受
け
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
『
百
練
抄
』
六
月
一
日
条
に
は
「
成
親
卿
已
下
密
謀
あ
る
の
由
、
源
行
家
入
道
相
国
に
告
げ
言
ふ
と
云
々
」
と

あ
る
。
早
川
氏
は
、
そ
の
自
著
で
「『
百
練
抄
』
の
記
事
に
は
、
他
の
史
料
類
に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
で
、
平
家
物
語
に
の
み
一
致
す

る
記
事
が
多
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
今
後
の
具
体
的
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、『
百
練
抄
』
の
記
事
の
中
に
は
、
案
外
、
史

料
源
を
平
家
物
語
に
特
定
で
き
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
（
同
氏
著
書
二
一
頁
）、
そ
の
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「鹿ケ谷事件」再考

仮
説
は
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
川
合
氏
に
な
る
と
『
百
練
抄
』
は
「『
平
家
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
と
密
接
な
関

係
を
持
つ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
文
献
」
と
、
す
で
に
既
定
の
事
実
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
前
掲
論
文
二
三
九
頁
）。『
百
練

抄
』
は
年
代
記
で
あ
る
が
、
原
拠
史
料
に
は
貴
族
の
日
記
類
が
想
定
さ
れ
、
当
該
期
に
か
ん
し
て
は
『
吉
記
』（
平
田
俊
春
氏
）、『
山

丞
記
』（
五
味
文
彦
氏
）、
外
記
の
官
人
達
複
数
に
よ
る
編
さ
ん
（
森
万
数
子
氏
）
な
ど
の
諸
説
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、『
平
家
物
語
』

の
直
接
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
な
お
万
人
の
同
意
が
え
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
（
近
藤
成
一
「
百
練
抄
」『
国
史
大
系
書
目
解
題　

下

巻
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
筆
者
は
行
綱
の
密
告
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
早
川
（
川
合
）
説
は
傾
聴
に
値
し
、
可

能
性
は
高
い
と
は
思
う
が
、
な
お
『
百
練
抄
』
の
史
料
価
値
を
無
下
に
否
定
し
が
た
い
の
で
、
行
綱
の
密
告
を
「
ど
こ
ま
で
真
実
を

伝
え
て
い
る
か
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
」
と
保
留
し
、
密
告
の
日
付
が
関
係
者
逮
捕
の
直
前
で
あ
る
不
審
に
つ
い
て
は
、
今
成
元
昭

氏
の
解
釈
を
「
魅
力
的
」
と
し
た
の
で
あ
る
。「
魅
力
的
」
と
は
む
ろ
ん
完
全
な
同
意
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
二
一
五
頁
）

 

（
原
論
文
に
あ
る
早
川
厚
一
氏
の
著
書
を
引
用
す
る
注
番
号
は
川
合
が
省
略
し
た
）

　

拙
稿
で
は
、『
平
家
物
語
』
と
『
百
練
抄
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
早
川
厚
一
氏
の
説
を
引
い
て
論
述
し
た
が
、
早
川
説
の
み
に
依
拠
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
本
章
で
は
、
紙
幅
を
割
い
て
『
百
練
抄
』
の
性
格
を
検
討
し
、
髙
橋
氏
の
右
の
批
判
に
答
え
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、『
百
練
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
に
一
致
す
る
記
事
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
五
味
文
彦
氏
が
一
九
八
七
年
に
発
表
さ

れ
た
「
記
録
と
史
書
の
は
ざ
ま
」（『
平
家
物
語
、
史
と
説
話
』）
に
お
い
て
、「
実
は
『
平
家
物
語
』
と
最
も
相
関
関
係
の
高
い
現
存
の
記

録
は
、『
百
練
抄
』
で
あ
る
」（
一
二
二
頁
）
と
指
摘
し
た
よ
う
に
）
19
（

、
学
界
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
五
味
氏
は
、「
一

時
期
、『
平
家
』
は
『
百
練
抄
』
を
年
代
記
と
し
て
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
が
、

『
百
練
抄
』
そ
の
も
の
の
研
究
が
進
ん
で
、
鎌
倉
末
期
に
な
っ
て
貴
族
の
日
記
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
か
ら

13



は
そ
う
し
た
考
え
は
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
両
者
の
相
関
関
係
の
高
さ
ま
で
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
解
明
の
手

懸
り
と
す
る
た
め
、『
平
家
』
と
『
百
練
抄
』
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
確
か
め
て
お
き
た
い
」（
一
二
二
頁
）
と
し
て
、『
平
家
物
語
』
と

『
百
練
抄
』
の
同
一
内
容
の
記
事
を
検
討
し
た
う
え
で
、「
こ
う
し
た
覚
一
本
・
延
慶
本
と
『
百
練
抄
』
と
の
照
合
作
業
を
広
く
行
な
う

と
、
驚
く
ほ
ど
に
一
致
箇
所
の
多
い
こ
と
が
判
る
。
し
た
が
っ
て
『
百
練
抄
』
の
成
立
年
代
か
ら
み
て
、『
平
家
』
も
『
百
練
抄
』
も
同

一
の
日
記
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
応
の
結
論
が
ひ
き
出
せ
る
で
あ
ろ
う
」（
一
二
四
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
、
五
味
氏
は
『
百
練
抄
』
の
典
拠
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
平
家
物
語
』
の
も
と
に
な
っ
た
日
記
を
考
察
し

よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
同
じ
観
点
か
ら
『
百
練
抄
』
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
た
平
田
俊
春
氏
が
、
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
か

ら
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
ま
で
の
『
百
練
抄
』
の
記
事
は
、
す
べ
て
藤
原
経
房
の
日
記
『
吉
記
』
の
抄
出
で
あ
る
と
し
た
結
論
に
対
し

て
）
20
（

、
双
方
の
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
四
月
二
十
二
日
条
や
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
六
月
十
一
日
条
な
ど
を
比
較
し
て
、
む
し
ろ
『
吉

記
』
の
記
事
の
方
が
簡
略
で
、『
百
練
抄
』
の
方
が
詳
細
で
具
体
的
で
あ
る
と
論
じ
、『
百
練
抄
』『
平
家
物
語
』
が
も
と
に
し
た
日
記
は

『
吉
記
』
で
は
な
い
と
批
判
し
た
。
そ
の
う
え
で
五
味
氏
は
、
朝
廷
政
治
の
重
要
事
項
に
関
与
す
る
院
司
で
弁
・
蔵
人
を
兼
ね
た
人
物
を

検
討
し
、
治
承
三
年
以
前
の
『
百
練
抄
』
記
事
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
藤
原
定
長
の
日
記
『
山
丞
記
』
で
あ
り
（
但
し
こ
の
時
期
の
『
平

家
物
語
』
の
典
拠
は
藤
原
光
能
の
日
記
）、
そ
れ
以
降
は
『
百
練
抄
』『
平
家
物
語
』
と
も
に
藤
原
行
隆
の
日
記
で
あ
る
と
し
た
）
21
（

。

　

そ
の
ほ
か
森
万
数
子
氏
は
外
記
局
の
官
人
た
ち
に
よ
る
編
纂
と
主
張
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
様
々
な
見
解
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
）
22
（

、
編

者
に
つ
い
て
は
、『
百
練
抄
』
後
半
部
分
が
勧
修
寺
流
の
日
記
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
材
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
後
の
記
事

で
あ
る
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
時
点
で
活
動
し
て
い
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
（
経
房
流
）
の
誰
か
で
あ
り
、
部
類
記
な
ど
の
故
実
書
も

利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
個
人
の
日
記
だ
け
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
推
測
す
る
松
薗
斉
氏
の
見
解

が
、
到
達
点
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
）
23
（

。
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以
上
の
『
百
練
抄
』
に
関
す
る
研
究
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、『
百
練
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
の
共
通
の

原
拠
史
料
を
探
す
だ
け
で
な
く
、『
百
練
抄
』
の
編
纂
材
料
の
一
つ
に
『
平
家
物
語
』（
原
『
平
家
物
語
』
を
含
む
）
が
用
い
ら
れ
た
可

能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
百
練
抄
』
の
記
事
の
な
か
に
は
明
ら
か
に
虚
構
と
見
ら
れ
る
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
が
延
慶

本
『
平
家
物
語
』
の
記
事
と
一
致
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
百
練
抄
』
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
四
月
十
七
日
条
に

は
、「
四
月
十
七
日
、
三
位
中
将
維
盛
卿
已
下
為
二
追
討
使
一
、
下
二
向
北
陸
道
一
、
其
勢
十
万
騎
」
と
あ
り
、
平
氏
軍
に
よ
る
北
陸
道
遠
征

の
進
発
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
其
勢
十
万
騎
」
と
い
う
記
載
は
、『
百
練
抄
』
の
現
存
諸
本
や
塙
保
己
一
が
校
合
し
た
享

和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊
本
で
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
軍
勢
数
が
、
同
時
代
の
貴
族
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い

が
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
、
四
月
十
七
日
に
北
陸
道
遠
征
軍
が
進
発
し
た
こ
と
を
詳
し
く
描
き
、「
其
勢
十
万
余
騎
」（
第
三
末
「
為

木
曾
追
討
軍
兵
向
北
国
事
」）
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
百
練
抄
』
の
記
事
は
、『
平
家
物
語
』
に
特
徴
的
な
誇
張

さ
れ
た
軍
勢
数
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
実
際
に
は
平
氏
の
遠
征
軍
は
日
程
を
ず
ら
し
て
各
部
隊
が
順

次
北
陸
道
に
向
け
て
進
発
し
て
お
り
、『
玉
葉
』
同
年
四
月
二
十
三
日
条
は
、「
征
討
将
軍
等
、
或
以
前
、
或
以
後
、
次
第
発
向
、
今
日
皆

了
云
々
」
と
伝
え
て
い
る
。
四
月
十
七
日
に
追
討
軍
が
あ
た
か
も
一
斉
に
北
陸
道
に
下
向
し
た
か
の
よ
う
に
記
す
の
は
、
や
は
り
軍
記
物

に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
百
練
抄
』
は
『
平
家
物
語
』
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
清
盛
の
ク
ー
デ
タ
に
つ
い
て
、『
百
練
抄
』
治
承
三
年
十
一
月
十
五
日
条
は
、「
或
記
云
、

上
皇
与
二
関
白
一
、
可
レ
令
レ
滅
二
平
家
党
類
一
之
由
、
有
二
密
謀
一
之
由
有
二
其
聞
一
」
と
記
し
て
い
る
。
治
承
三
年
に
清
盛
が
ク
ー
デ
タ
を
起

こ
し
た
の
は
、
①
後
白
河
院
が
故
平
重
盛
の
知
行
国
で
あ
っ
た
越
前
国
を
収
公
し
た
こ
と
、
②
院
が
故
平
盛
子
の
遺
産
を
管
理
す
る
白
川

殿
倉
預
に
院
近
習
の
藤
原
兼
盛
を
補
任
し
た
こ
と
、
③
三
位
中
将
藤
原
師
家
が
二
位
中
将
藤
原
基
通
を
こ
え
て
権
中
納
言
に
補
任
さ
れ
た

こ
と
、
の
三
点
に
憤
慨
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
）
24
（

。
清
盛
は
①
と
②
を
「
法
皇
過
怠
」、
③
を
「
博
陸
之
罪
科
」
と
指
摘
し
、
後
白
河
院
と
関
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白
藤
原
基
房
が
国
政
を
乱
し
て
い
る
と
批
判
し
た
）
25
（

。
こ
の
よ
う
に
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ
の
理
由
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
理

由
の
一
つ
に
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
「
平
家
党
類
」
を
滅
ぼ
す
「
密
謀
」
を
掲
げ
る
の
は
、
こ
の
『
百
練
抄
』
の
記
事

と
『
平
家
物
語
』
だ
け
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
ほ
か
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
は
、「
近
習
ノ
人
々
、

皆
以
テ
此
一
門
ヲ
滅
ス
ベ
キ
由
ヲ
計
候
ケ
リ
。
是
私
ノ
計
ニ
ア
ラ
ズ
。
御
許
容
有
リ
ケ
ル
ニ
依
テ
ナ
リ
」（
第
二
本
「
院
ヨ
リ
入
道
ノ
許

ヘ
静
憲
法
印
被
遣
事
」）
と
あ
り
、『
百
練
抄
』
の
こ
こ
で
の
「
或
記
云
」
は
、『
平
家
物
語
』
も
し
く
は
原
『
平
家
物
語
』
を
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
或
記
云
」
は
必
ず
し
も
日
記
を
典
拠
と
す
る
場
合
に
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
も
う
一
つ
気
に
な
る
記
述
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
月
、
京
で
頼
朝
に
叛
旗
を
翻
し
た
源
義

経
を
襲
撃
し
た
武
士
を
、『
百
練
抄
』
同
年
十
月
十
七
日
条
は
、「
今
夜
子
刻
許
、
義
経
宅
六
条　
堀
川
、

軍
兵
等
自
二
四
方
一
攻
寄
之
、
有
二
夜
討
之

企
一
、
義
経
忽
合
戦
、
襲
来
之
勇
士
皆
悉
逃
散
了
、
此
間
院
中
騒
動
、
四
面
門
等
被
レ
閉
了
、
義
経
進
レ
使
云
、
奇
怪
之
輩
皆
追
散
了
、
不

レ
可
二
驚
思
食
一
者
、
件
張
本
者
、
字
土
佐
房
云
々
」
と
記
し
、
土
佐
房
と
明
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
京
に
お
い
て
義
経
・
行
家
の
反
乱

が
露
顕
し
、
十
月
十
七
日
に
義
経
の
館
が
襲
撃
さ
れ
た
の
は
史
実
で
あ
る
が
、『
玉
葉
』
に
は
、「
頼
朝
郎
従
之
中
、
小（
児
）玉

党
武
蔵
国

住
人
、 

丗
騎
許

事〻
也〻
、
以
二
中
人
之
告
一
寄
二
攻
義
経
家
一
院
御
所　

近
辺
也
、

殆
欲
レ
乗
レ
勝
之
間
、
行
家
聞
二
此
事
一
馳
向
、
追
二
散
件
小
玉
党
一
了
云
々
」
と
あ
り
、
義
経

を
襲
撃
し
た
の
は
在
京
中
の
児
玉
党
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
権
力
に
お
け
る
児
玉
党
の
役
割
に
つ
い
て
は

別
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
頼
朝
直
属
の
部
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
考
え
て
お
り
）
26
（

、
京
で
義
経
の
反
乱
が
発

覚
す
る
と
、
た
だ
ち
に
彼
ら
が
軍
事
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　

一
方
、
土
佐
房
昌
俊
に
つ
い
て
は
、
菱
沼
一
憲
氏
が
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
弁
慶
や
静
が
登
場
す
る
「
土
佐
房
夜
討
譚
」

が
後
補
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
）
27
（

、
注
意
が
必
要
な
人
物
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
も
、
鎌
倉
の
頼
朝
が
義
経
を
襲
撃
す
る
た
め
に
京

に
送
り
込
ん
だ
刺
客
と
し
て
土
佐
房
昌
俊
の
動
向
を
記
す
が
）
28
（

、
菱
沼
氏
は
、
頼
朝
が
父
義
朝
の
菩
提
を
弔
う
勝
長
寿
院
の
落
成
供
養
を
目

16
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前
に
し
て
、
刺
客
土
佐
房
を
京
に
派
遣
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。

　

な
お
、
菱
沼
氏
は
土
佐
房
昌
俊
に
よ
る
襲
撃
自
体
は
疑
わ
れ
て
い
な
い
が
、
私
見
で
は
、
土
佐
房
が
義
経
襲
撃
関
連
記
事
以
外
に
『
吾

妻
鏡
』
に
見
え
ず
、
ま
た
一
次
史
料
に
も
一
切
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
疑
わ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
「
頼
朝
郎

従
ノ
中
ニ
土
佐
房
ト
云
フ
法
師
ア
リ
ケ
リ
。
左
右
ナ
ク
九
郎
義
経
ガ
モ
ト
ヘ
夜
打
ニ
イ
リ
ニ
ケ
リ
。
九
郎
ヲ
キ
ア
イ
テ
ヒ
シ
〳
〵
ト
タ
ヽ

カ
イ
テ
、
ソ
ノ
害
ヲ
ノ
ガ
レ
ニ
ケ
レ
ド
」（
巻
第
五
「
後
鳥
羽
」）
と
記
さ
れ
、
土
佐
房
が
義
経
を
襲
撃
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
も
史
実
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
慈
円
が
『
愚
管
抄
』
を
執
筆
す
る
段
階
で
、
す
で
に
土
佐
房
説
話
が
成
立
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
と
同
様
に
『
平
家
物
語
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
や
が
て
『
百

練
抄
』
の
編
纂
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
百
練
抄
』
が
『
平
家
物
語
』
を
編
纂
材
料
の
一
つ
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
以
上
、〔
史
料
4
〕
の
『
百
練
抄
』
の
記
事
の
前
半
に

多
田
行
綱
に
よ
る
謀
議
の
密
告
、
そ
れ
を
理
由
と
し
た
藤
原
成
親
・
西
光
ら
の
捕
縛
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
史
実
と

と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。『
平
家
物
語
』
の
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
は
、
謀
議
の
主
導
者
を
藤
原
成
親
と
描
い
て
お
り
、『
百

練
抄
』
が
西
光
で
は
な
く
最
初
に
成
親
を
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
多
田
行
綱
は
安
元
三
年
の
政
変

以
後
も
後
白
河
院
に
近
侍
し
な
が
ら
京
で
活
動
し
て
お
り
、
貴
族
社
会
に
は
行
綱
に
よ
る
密
告
の
噂
も
存
在
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
）
29
（

。

「
鹿
ケ
谷
事
件
」
否
定
論
に
対
し
て
、『
百
練
抄
』
に
依
拠
す
る
批
判
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
推
測
を
交
え
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、『
百
練
抄
』
の
編
纂
材
料
の
一
つ
に
『
平
家
物
語
』
が
存
在
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘

し
て
き
た
。
少
な
く
と
も
、『
百
練
抄
』
が
当
時
の
貴
族
の
日
記
だ
け
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
発
想
は
、
転
換
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
最
近
、
松
薗
斉
氏
は
、「『
百
錬
抄
』
は
い
わ
ゆ
る
「
私
撰
国
史
」
の
形
式
を
持
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、「
国
史
」

と
は
異
な
る
新
し
い
歴
史
認
識
、
言
い
換
え
る
と
中
世
の
人
々
が
知
り
た
い
「
歴
史
」（
国
家
行
事
の
年
代
記
で
は
な
く
事
件
的
・
物
語

17



的
な
歴
史
）
を
著
そ
う
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
書
」
で
、「
未
完
も
し
く
は
不
完
全
な
形
態
」
で
終
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
歴
史
」
書
と

軍
記
「
物
語
」
と
い
う
近
代
以
降
の
認
識
で
史
料
的
価
値
を
判
断
す
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
）
30
（

。
そ
れ
は
『
百
練
抄
』
が
用
い
た

編
纂
材
料
に
も
該
当
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
四
章　

政
変
に
お
け
る
平
清
盛
と
延
暦
寺
大
衆
の
連
携

　

近
年
、
松
下
健
二
氏
は
、『
源
平
闘
諍
録
』
所
収
の
二
通
の
延
暦
寺
衆
徒
の
平
清
盛
宛
書
状
を
紹
介
し
検
討
し
て
い
る
）
31
（

。
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
書
史
料
で
あ
り
、
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
の
政
変
の
理
解
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
一
通

目
は
安
元
三
年
五
月
十
七
日
に
福
原
の
清
盛
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
通
目
は
同
年
五
月
二
十
九
日
に
京
の
西
八
条
邸
に
い
た
清

盛
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）
32
（

。
二
通
と
も
『
源
平
闘
諍
録
』
の
み
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
源
平
盛
衰
記
』
が
五
月
十
七
日

書
状
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
）
33
（

。『
源
平
闘
諍
録
』
編
者
が
こ
の
史
料
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
か
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

内
容
・
時
期
と
も
に
問
題
は
な
く
、
実
在
し
た
文
書
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
）
34
（

。

　

さ
て
、
一
通
目
の
五
月
十
七
日
の
延
暦
寺
衆
徒
の
書
状
は
、
五
月
四
日
に
後
白
河
院
の
命
に
よ
っ
て
天
台
座
主
明
雲
の
身
柄
が
拘
束
さ

れ
、
翌
五
日
に
は
天
台
座
主
職
を
解
任
、
同
十
一
日
に
覚
快
法
親
王
が
後
任
の
天
台
座
主
職
に
補
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
明
雲
知
行
の
所

領
が
没
官
さ
れ
、
さ
ら
に
十
四
日
に
は
明
法
家
に
よ
っ
て
明
雲
の
配
流
が
勘
申
さ
れ
る
と
い
う
緊
急
事
態
の
な
か
で
、
清
盛
に
送
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
「
欲
下
早
被
レ
執
中
申
前
座
主
無
二
指
故
一
被
二
配
流
一
幷
被
上
レ
停
二
止
門
跡
相
伝
私
領
無
一
レ
謂
子
細
状
」
と
あ
り
）
35
（

、

前
座
主
明
雲
の
配
流
と
門
跡
相
伝
の
知
行
地
の
没
官
を
停
止
す
る
よ
う
に
、
清
盛
に
院
へ
の
執
り
成
し
を
依
頼
し
て
い
る
。
延
暦
寺
衆
徒

は
、「
配
流
罪
科
抑
何
事
乎
、
如
二
風
聞
一
者
、
或
讒
言
、
度
々
山
門
訴
詔
皆
是
明
雲
結
構
也
」
と
述
べ
、
本
来
配
流
さ
れ
る
よ
う
な
罪
科
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が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
度
々
の
山
門
の
強
訴
に
関
連
し
て
明
雲
に
罪
を
着
せ
よ
う
と
す
る
何
者
か
の
讒
言
が
あ
っ
た
と
し
て
、
具
体

的
な
内
容
は
「
所
謂
追
二
却
快
修
僧
正
一
、
訴
二
詔　
申
成
親
卿
幷
師
高
一
事
是
也
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二

月
、
後
白
河
院
が
帰
依
し
て
い
た
天
台
座
主
快
修
が
大
衆
の
蜂
起
に
よ
っ
て
山
門
か
ら
追
却
さ
れ
た
事
件
、
②
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）

十
二
月
、
藤
原
成
親
の
配
流
を
求
め
て
延
暦
寺
大
衆
が
大
内
裏
に
強
訴
し
た
事
件
、
③
安
元
三
年
四
月
、
加
賀
守
藤
原
師
高
の
配
流
を
求

め
て
延
暦
寺
大
衆
が
閑
院
内
裏
に
強
訴
し
た
事
件
、
の
三
件
が
明
雲
の
扇
動
に
よ
る
も
の
と
讒
言
さ
れ
た
が
）
36
（

、
い
ず
れ
も
座
主
明
雲
に
は

罪
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
明
雲
は
後
白
河
院
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
「
一
朝
之
国
師
、
法
皇
之
和
尚
」
で
あ
り
、「
大
（
平
清
盛
）

相
国
菩
薩
戒
和
尚
」
で
も
あ
る
。「
抑
禅
定
大
相
国
已
為
二
一
朝
之
固
一
、
又
是
万
人
之
眼
也
、
天
下
之
乱
、
山
上
之
愁
、
何
無
二
其
成
敗
一

矣
」
と
、
清
盛
を
「
一
朝
の
固
め
」「
万
人
の
眼
」
と
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、
協
力
を
仰
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
書
状
で
は
福
原
の
清
盛
は
動
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
五
月
二
十
三
日
に
は
明
雲
の
伊

豆
配
流
が
強
行
さ
れ
、
近
江
国
で
待
ち
構
え
た
延
暦
寺
大
衆
に
よ
っ
て
、
明
雲
が
比
叡
山
上
に
連
れ
去
ら
れ
る
と
い
う
大
事
件
に
発
展
し

た
。
激
怒
し
た
後
白
河
院
は
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
平
氏
一
門
に
命
じ
る
た
め
に
使
者
を
福
原
に
派
遣
し
、
二
十
七
日
夜
に
入
洛
し

た
清
盛
は
、
翌
二
十
八
日
に
院
御
所
で
後
白
河
院
と
対
面
し
、
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
し
ぶ
し
ぶ
了
承
さ
せ
ら
れ
る
。
二
通
目
の
延
暦

寺
衆
徒
の
書
状
は
、
ま
さ
に
そ
の
翌
日
の
二
十
九
日
に
西
八
条
の
清
盛
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
通
目
の
五
月
二
十
九
日
の
延
暦
寺
衆
徒
の
書
状
は
、「
延
暦
寺
衆
徒
等
重
言
」
で
始
ま
り
、「
請
三
重
被
二
奏
達
一
衆
徒
等
暫
惜
二
留
前

座
主
明
雲
一
更
非
二
謀
叛
之
儀
一
、
偏
為
二
鎮
護
国
家
興
隆
仏
法
一
申
二
止
配
流
事
一
継
二
菩
薩
戒
血
脈
一
、
将
レ
叶
二
山
王
大
師
素
懐
一
、
愁
歎
悲

哀
子
細
状
」
と
述
べ
て
お
り
）
37
（

 

、
延
暦
寺
大
衆
が
配
流
途
中
の
明
雲
を
奪
還
し
た
こ
と
は
決
し
て
「
謀
叛
之
儀
」
で
は
な
く
、
鎮
護
国
家
・

仏
法
興
隆
の
た
め
に
、
明
雲
配
流
を
停
止
し
「
菩
薩
戒
」
の
血
脈
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
山
王
大
師
」
の
素
懐
に
達
し
た
い
と

訴
え
る
書
状
で
あ
る
。「
重
言
」「
請
重
被
奏
達
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
通
目
の
書
状
も
、
清
盛
に
後
白
河
院
へ
の
執
り
成
し
を
依
頼
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
通
目
の
書
状
で
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
若
処
二
配
流
之
科
一
、
忽
得
二
還
俗

之
名
一
、
明
雲
補
二
座
主
一
以
後
十
一
年
之
間
、
得
度
受
戒
之
輩
失
二
尸
羅
稟
承
一
、
入
壇
灌
頂
之
倫
亡
二
悉
地
之
血
脈
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、

も
し
明
雲
が
配
流
と
な
り
還
俗
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
天
台
座
主
で
あ
っ
た
十
一
年
間
に
明
雲
が
授
け
た
戒
の
継
承
が
失
効
し
、

灌
頂
を
受
け
た
者
は
「
悉
地
」
の
血
脈
が
断
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
下
健
二
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
衆
徒
は
自
ら
の
連

な
っ
て
い
る
法
脈
を
失
い
、
仏
法
の
担
い
手
と
し
て
の
資
格
が
剝
奪
さ
れ
る
と
い
う
強
い
危
機
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
次
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
而
准
二
違
勅
之
儀
一
、
仰
二
官
兵
之
輩
一
、
山
上
坂
本
堂
塔
神
社
悉
可
レ
被
二
焼
失
一
之
由
、
有

二
風
聞
一
、
愁
歎
之
至
何
事
如
レ
之
」
と
、
後
白
河
院
や
院
近
臣
た
ち
が
計
画
し
て
い
る
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
へ
の
危
機
感
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
で
も
、「
非
レ
拠
雖
レ
不
レ
免
二
回
禄
之
誡
一
、
至
二
入
壇
惣
持
院
一
者
、
尚
奉
二
為
朝
家
一
欲
レ
駐
二
残
之
一
」
と
し
て
、
た
と
え
堂
舎

が
灰
燼
に
帰
し
た
と
し
て
も
、
円
仁
が
創
建
し
た
東
塔
の
総
持
院
だ
け
は
朝
廷
の
た
め
に
死
守
す
る
と
主
張
し
、
官
兵
と
の
武
力
衝
突
を

必
ず
し
も
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
）
38
（

。
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
明
雲
の
三
件
の
罪
科
を
一
つ
一
つ
具
体
的
に
否
定

し
て
、
清
盛
に
よ
る
執
り
成
し
を
重
ね
て
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

清
盛
が
後
白
河
院
の
前
で
延
暦
寺
へ
の
武
力
攻
撃
を
し
ぶ
し
ぶ
合
意
さ
せ
ら
れ
た
翌
日
の
二
十
九
日
、
こ
の
よ
う
な
書
状
が
清
盛
の
手

元
に
届
け
ら
れ
、
こ
の
日
の
夜
半
に
突
如
と
し
て
西
光
の
捕
縛
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
る
。
清
盛
が
政
変
を
起
こ
す
に
い
た
っ
た
直
接
の

要
因
は
、
こ
の
延
暦
寺
衆
徒
の
書
状
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
政
変
直
後
に
九
条
兼
実
が
〔
史
料
3
〕
の
『
玉
葉
』
に
記
し
た
清
盛
に
よ
る
西

光
捕
縛
の
理
由
も
、
ま
さ
に
こ
の
延
暦
寺
衆
徒
の
書
状
の
内
容
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
二
十
九
日
に
清
盛
に
書
状
を
送
っ
た
延
暦
寺
大
衆
は
、
翌
六
月
一
日
の
夕
方
に
は
、
武
力
衝
突
に
備
え
て
西
坂
本
の
一
乗
寺
下

り
松
ま
で
下
山
し
て
い
た
。『
玉
葉
』
同
年
六
月
三
日
条
に
は
、「
大
衆
一
昨
夕
下
二
垂
松
辺
一
、
以
二
使
者
一
示
二
送
入
道
許
一
云
、
令
レ
伐
レ

敵
給
之
条
、
喜
悦
不
レ
少
、
若
有
下
可
二
罷
入
一
之
事
上
者
、
承
レ
仰
可
レ
支
二
一
方
一
云
々
」
と
見
え
て
お
り
、
延
暦
寺
大
衆
が
清
盛
の
も
と
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に
使
者
を
送
り
、
敵
の
西
光
を
討
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
清
盛
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
連
携
し
て

軍
事
行
動
を
と
る
こ
と
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
安
元
三
年
の
政
変
は
、
こ
う
し
て
平
清
盛
と
延
暦
寺
大
衆
の
軍
事
的
連
携
の
も
と
で
実
行

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
清
盛
が
そ
の
日
「
庭
ニ
タ
ヽ
ミ
シ
キ
テ
、
大
衆
大
ダ
ケ
ヘ
カ
ヘ
リ
ノ
ボ
ラ
セ
給
フ
火
ノ
ミ
エ
候
シ
マ
デ
ハ
、
ヲ
ガ
ミ

申
候
キ
」（
巻
第
五
「
後
鳥
羽
」）
と
、
帰
山
す
る
大
衆
の
松
明
の
火
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
庭
に
畳
を
敷
い
て
拝
ん
で
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
の
も
、
清
盛
と
延
暦
寺
大
衆
と
の
強
い
連
帯
感
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
清
盛
に
と
っ
て
も
政
変
を
起
こ
す
こ
と
は
相
当
の
決

意
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
延
暦
寺
大
衆
と
の
連
携
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
事
態
を
全
く
逆
の
視
点
か
ら
見
て
い
た
の
が
、
当
時
、
比
叡
山
無
動
寺
で
千
日
籠
山
修
行
を
行
っ
て
い
た
慈
円
で
あ
る
。

慈
円
は
、「
明
雲
ハ
山
ニ
テ
座
主
ア
ラ
ソ
イ
テ
快
修
ト
タ
ヽ
カ
イ
シ
テ
、
雪
ノ
上
ニ
五
仏
院
ヨ
リ
西
塔
マ
デ
四
十
八
人
コ
ロ
サ
セ
タ
リ
シ

人
ナ
リ
。
ス
ベ
テ
積
悪
ヲ
ヽ
カ
ル
人
ナ
リ
」（
巻
第
五
「
後
鳥
羽
」）
と
明
雲
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
安
元
三
年
の
政
変
に
際
し
て
延

暦
寺
大
衆
が
西
坂
本
ま
で
下
山
し
た
こ
と
も
、「
コ
ノ
日
ハ
山
ノ
座
主
明
雲
ガ
方
大
衆
西
坂
本
マ
デ
ク
ダ
リ
テ
、
カ
ク
マ
カ
リ
下
リ
テ
侍

ル
ヨ
シ
云
タ
リ
ケ
リ
。
世
ノ
人
ノ
ア
キ
レ
マ
ド
ヒ
タ
ル
コ
ト
ニ
テ
侍
キ
」（
巻
第
五
「
高
倉
」）
と
記
し
、
人
々
を
驚
き
困
ら
せ
た
事
件
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
雲
と
明
雲
方
大
衆
に
対
す
る
慈
円
の
批
判
的
な
眼
差
し
が
、
の
ち
に
安
元
三
年
の
政
変
に
お
け

る
延
暦
寺
と
清
盛
の
協
力
関
係
を
隠
蔽
し
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
と
し
て
『
愚
管
抄
』
に
描
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、『
愚
管
抄
』『
平
家
物
語
』
に
よ
っ
て
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
が
普
及
し
た
南
北
朝
期
に
お
い
て
も
、
延
暦
寺
内
部
で
は
、
西
光
父

子
が
日
吉
山
王
権
現
の
「
神
罰
」
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
と
い
う
言
説
が
語
ら
れ
て
い
る
）
39
（

。
山
内
首
藤
氏
の
家
伝
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
軍
記

物
語
の
浸
透
と
そ
れ
に
同
化
さ
れ
な
い
史
実
に
基
づ
く
家
伝
と
の
関
係
が
）
40
（

、
延
暦
寺
内
に
伝
え
ら
れ
た
西
光
伝
説
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
今
後
も
是
非
考
え
て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
は
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
否
定
論
の
立
場
か
ら
、
安
元
三
年
の
政
変
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。「
鹿
ケ
谷
事
件
」
を
史

実
で
は
な
く
、
虚
構
と
し
て
理
解
す
る
と
、
歴
史
学
で
は
何
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、『
平
家
物
語
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
一
つ
の
予
測
が
立
つ
こ
と
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
は
全
十
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
平
清
盛
一
門
の
繁
栄
を
描
く
巻
第
三
（
延
慶
本
で
は
第
二
本
）
ま
で
の
前
半
部
と
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
の
展
開
と
平
氏
一
門

の
滅
亡
を
描
く
巻
第
四
（
延
慶
本
で
は
第
二
中
）
か
ら
の
後
半
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
半
部
の
な
か
で
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
関
連
説
話
の

章
段
数
は
半
分
近
く
に
及
ん
で
お
り
、
い
か
に
中
核
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
後
半
部
の
巻
四
の
最
初

に
は
、
源
頼
政
が
以
仁
王
に
挙
兵
を
勧
め
る
「
源
氏
揃
」（
延
慶
本
で
は
「
頼
政
入
道
宮
ニ
謀
叛
申
勧
事 

付
令
旨
事
」）
の
章
段
が
あ
り
、

そ
こ
で
延
慶
本
を
は
じ
め
と
す
る
読
み
本
と
、
語
り
本
の
一
部
は
、
以
仁
王
令
旨
に
呼
応
し
て
挙
兵
す
る
源
氏
武
士
と
し
て
「
摂
津
国
ニ

ハ
多
田
蔵
人
行
綱
」
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
平
家
物
語
』
の
形
成
段
階
に
お
い
て
は
、
多
田
行
綱
の
謀
議
密
告
が
必
ず
し

も
自
明
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
行
綱
の
密
告
が
史
実
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
私
見
と
符
合
す
る
。
一
方
、
覚
一

本
は
「
摂
津
国
に
は
多
田
蔵
人
行
綱
こ
そ
候
へ
共
、
新
大
納
言
成
親
卿
の
謀
叛
の
時
、
同
心
し
な
が
ら
か
ゑ
り
忠
し
た
る
不
当
人
で
候
へ

ば
、
申
に
及
ば
ず
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
お
り
）
41
（

、『
平
家
物
語
』
内
部
で
の
矛
盾
解
消
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
平

家
物
語
』
の
前
半
部
と
後
半
部
が
別
個
に
形
成
さ
れ
、
統
合
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、「
鹿
ケ
谷
事
件
」
譚
を
共
有
す
る
文
献
群
、
す
な
わ
ち
『
愚
管
抄
』『
平
家
物
語
』『
百
練
抄
』
な
ど
の
相
互
関
係
が
、
新
た

な
検
討
課
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
鹿
ケ
谷
事
件
」
に
限
ら
ず
、
先
に
触
れ
た
土
佐
房
説
話
で
も
同
様
で
あ
り
、
そ
こ
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「鹿ケ谷事件」再考

で
は
さ
ら
に
『
吾
妻
鏡
』
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
中
世
人
の
新
た
な
歴
史
認
識
に
基
づ
く
事
件
的
・
物
語
的
な
「
歴
史
」
が
広
く
編
纂

さ
れ
た
結
果
）
42
（

、
史
実
と
虚
構
の
境
界
を
見
極
め
る
学
問
的
努
力
が
現
代
の
歴
史
研
究
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
）拙
稿「「
鹿
ケ
谷
事
件
」考
」（『
立
命
館
文
学
』六
二
四
号
、
二
〇
一
二
年
）。
以
下
、
本
文
中
で
述
べ
る
拙
稿
と
は
本
論
文
を
指
す
。

（
2
）拙
稿「
治
承
・
寿
永
の
内
乱
と
伊
勢
・
伊
賀
平
氏
」（『
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
研
究
』校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）三
七
七
・
四
〇
三
頁
、
同「
生
田
森
・

一
の
谷
合
戦
と
地
域
社
会
」（『
地
域
社
会
か
ら
み
た「
源
平
合
戦
」』岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）六
五
頁
、
同「
平
家
物
語
と
そ
の
時
代
」（『
平
家

物
語
を
読
む
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）一
三
〜
一
八
頁
、
同『
源
平
の
内
乱
と
公
武
政
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）五
八
〜
六
八
頁
、

同「
鎌
倉
幕
府
・
戦
争
・『
平
家
物
語
』」（『
院
政
期
武
士
社
会
と
鎌
倉
幕
府
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）一
六
〜
二
〇
頁
。

な
お
、
髙
橋
昌
明
氏
は「
嘉
応
・
安
元
の
延
暦
寺
強
訴
に
つ
い
て
」補
記（『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）に
お
い
て
、

「
近
年
川
合
康
氏
は
日
本
文
学
研
究
者
早
川
厚
一
氏
の「
鹿
ケ
谷
事
件
」否
定
論
に
触
発
さ
れ
て
」私
見
を
展
開
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が

（
二
一
四
頁
）、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
く
、
二
〇
〇
四
年
に
拙
稿
を
発
表
し
た
段
階
で
は
早
川
厚
一
氏
の
研
究
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
の
ち
に
期
せ

ず
し
て
早
川
氏
と
同
じ
結
論
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
に
発
表
し
た
前
掲
注（
1
）拙
稿
で
は
、
早
川
説
を
明
確

に
研
究
史
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
髙
橋
氏
の
早
川
説
の
誤
読
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
指
摘
を
行
っ
た
。
早
川
説
に
つ
い
て
は
、
早
川
厚
一『
平

家
物
語
を
読
む
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）一
四
〜
二
二
頁
・
五
〇
〜
六
一
頁
を
参
照
。

（
3
）松
下
健
二「
鹿
ケ
谷
事
件
に
お
け
る
西
光
と
成
親
」（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所『
人
文
』一
三
号
、
二
〇
一
五
年
）一
四
九
頁
。

（
4
）呉
座
勇
一「
南
北
朝
内
乱
と『
太
平
記
』史
観
」（『
軍
記
物
語
講
座　

第
三
巻　

平
和
の
世
は
来
る
か　

太
平
記
』花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
5
）『
顕
広
王
記
』は
、
髙
橋
昌
明
・
樋
口
健
太
郎「
資
料
紹
介　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵『
顕
広
王
記
』承
安
四
年
・
安
元
二
年
・
安
元
三
年
・
治

承
二
年
巻
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』一
五
三
集
、
二
〇
〇
九
年
）を
使
用
し
た
。

（
6
）『
玉
葉
』安
元
三
年
六
月
四
日
条
。
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（
7
）『
愚
昧
記
』安
元
三
年
六
月
四
日
条
、
前
掲
注（
6
）史
料
。

（
8
）『
玉
葉
』安
元
三
年
六
月
十
一
日
条
、
前
掲
注（
6
）史
料
。

（
9
）前
掲
注（
6
）史
料
。

（
10
）冨
倉
徳
次
郎『
平
家
物
語
全
注
釈　

上
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）二
九
〇
頁
。 

（
11
）牧
野
和
夫「
成
簣
堂
文
庫
蔵『
年
号
次
第
』一
冊
と
そ
の
周
辺
」（『
延
慶
本『
平
家
物
語
』の
説
話
と
学
問
』思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
一
九

九
九
年
）、
佐
々
木
紀
一「
語
ら
れ
な
か
っ
た
歴
史
」（『
文
学
』隔
月
刊
三
巻
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
12
）呉
座
勇
一『
陰
謀
の
日
本
中
世
史
』（K

A
D

O
K

AW
A

、
二
〇
一
八
年
）。

（
13
）呉
座
勇
一
前
掲
注（
4
）論
文
二
二
八
頁
。

（
14
）髙
橋
昌
明「
嘉
応
・
安
元
の
延
暦
寺
強
訴
に
つ
い
て
」（『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）補
記
。

（
15
）下
向
井
龍
彦『
日
本
の
歴
史
07　

武
士
の
成
長
と
院
政
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）二
九
五
頁
、
上
杉
和
彦『
平
清
盛
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一

年
）六
二
頁
。

（
16
）延
慶
本『
平
家
物
語
』は
、
北
原
保
雄
・
北
川
栄
一
編『
延
慶
本
平
家
物
語　

本
文
篇
上
下
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
年
）を
使
用
し
た
。

（
17
）延
慶
本
注
釈
の
会
編『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

第
一
末（
第
二
）』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）二
九
八
頁
。

（
18
）冨
倉
徳
次
郎
前
掲
注（
10
）著
書
三
九
六
頁
。

（
19
）五
味
文
彦「
記
録
と
史
書
の
は
ざ
ま
」（『
平
家
物
語
、
史
と
説
話
』平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
20
）平
田
俊
春「
百
練
抄
と
吉
記
」（『
私
撰
国
史
の
批
判
的
研
究
』国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
七
三
年
）。

（
21
）五
味
文
彦
前
掲
注（
19
）論
文
、
同
論
文
補
論「『
百
練
抄
』と『
古
今
著
聞
集
』」も
参
照
。

（
22
）森
万
数
子「「
百
練
抄
」の
性
格
と
編
者
に
つ
い
て
」（『
法
政
史
学
』四
六
号
、
一
九
九
四
年
）、
近
藤
成
一「
百
練
抄
」（『
国
史
大
系
書
目
解
題
下
巻
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
23
）松
薗
斉「『
百
錬
抄
』に
見
え
る
中
世
人
の
歴
史
認
識
」（『
日
本
歴
史
』八
六
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
24
）『
玉
葉
』治
承
三
年
十
一
月
十
五
日
条
、『
山
槐
記
』治
承
三
年
十
一
月
十
四
日
条
。

（
25
）『
玉
葉
』治
承
三
年
十
一
月
十
五
日
条
。
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「鹿ケ谷事件」再考

（
26
）武
蔵
・
上
野
両
国
に
勢
力
を
展
開
し
た
児
玉
党
は
、
拙
稿「
鎌
倉
幕
府
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
院
政
期
武
士
社
会
と
鎌
倉
幕
府
』吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
九
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）に
お
い
て
、
頼
朝
直
属
軍
と
し
て
指
摘
し
た
武
蔵
・
上
野
の
党
的
武
士
団
の
典
型
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）菱
沼
一
憲「
源
義
経
の
挙
兵
と
土
佐
房
襲
撃
事
件
」（『
日
本
歴
史
』六
八
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
28
）『
吾
妻
鏡
』文
治
元
年
十
月
九
・
十
七
・
二
十
二
・
二
十
六
日
条
。

（
29
）前
掲
注（
1
）拙
稿
二
四
四
頁
。

（
30
）松
薗
斉
前
掲
注（
23
）論
文
三
三
・
三
四
頁
。

（
31
）松
下
健
二「
明
雲
流
罪
事
件
の
再
検
討
」（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所『
人
文
』一
四
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
32
）松
下
健
二
氏
前
掲
注（
31
）論
文
で
は
、
二
通
目
の
書
状
も「
福
原
入
道
大
相
国
」の
も
と
に
遣
わ
す
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
原
に
送
ら
れ
た
と
解
釈

し
、
史
実
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、「
福
原
入
道
大
相
国
」は
清
盛
の
通
称
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
33
）『
源
平
盛
衰
記
』巻
第
五「
山
門
奏
状
の
事
」。
松
下
健
二
氏
前
掲
注（
31
）論
文
。

（
34
）福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造『
源
平
闘
諍
録（
上
）』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）三
〇
七
・
三
〇
八
・
三
〇
九
・
三
四
三
頁
。

（
35
）『
源
平
闘
諍
録
』一
之
下「
山
門
大
衆
奏
聞
状
幷
送
副
入
道
相
国
方
之
状
」。『
源
平
闘
諍
録
』は
、
早
川
厚
一
・
弓
削
繁
・
山
下
宏
明
編
著『
内
閣
文

庫
蔵 

源
平
闘
諍
録
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
〇
年
）を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
前
掲
注（
34
）注
釈
書
も
参
照
し
た
。

（
36
）こ
の
明
雲
の
罪
科
は
、
朝
廷
が
明
法
博
士
ら
に
諮
問
し
た「
明
雲
条
々
所
犯
」と
一
致
す
る（『
玉
葉
』安
元
三
年
五
月
十
一
日
条
）。

（
37
）『
源
平
闘
諍
録
』一
之
下「
山
大
衆
依
奉
留
明
雲
法
皇
有
逆
鱗
、
依
之
大
衆
重
遣
状
相
国
方
」。 

（
38
） 

松
下
健
二
氏
前
掲
注（
31
）論
文
。

（
39
）応
安
元
年
八
月
四
日「
日
吉
十
禅
師
彼
岸
所
三
塔
集
会
事
書
」（「
南
禅
寺
退
治
訴
訟
」、『
大
日
本
史
料
』応
安
元
年
八
月
二
十
九
日
条
） 

。

（
40
）拙
稿「
山
内
首
藤
氏
の「
討
死
」と『
平
治
物
語
』『
平
治
物
語
絵
巻
』『
平
治
合
戦
図
屏
風
』」（『
ア
ジ
ア
遊
学
二
六
二　

資
料
論
が
ひ
ら
く
軍
記
・
合

戦
図
の
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

（
41
）覚
一
本『
平
家
物
語
』は
、
高
木
市
之
助
・
小
澤
正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注『
日
本
古
典
文
学
大
系　

平
家
物
語　

上
下
』（
岩
波
書

店
、
一
九
五
九
年
）を
使
用
し
た
。

（
42
）松
薗
斉
前
掲
注（
23
）論
文
。

 

（
文
学
研
究
科
教
授
）
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SUMMARY

A Reconsideration of the Shishigatani Incident

Yasushi Kawai

�is paper reexamines the turmoil surrounding the arrest and execution of 
Saikō and Fujiwara no Narichika by Taira no Kiyomori in Angen 3 （1177）, and 
demonstrates that it was a military intervention in which Kiyomori blocked the 
armed attack on Enryaku-ji temple by the forces of cloistered Emperor Go-Shi-
rakawa and his close retainers. �is paper argues that the accepted theory that 
the turmoil came about because there was a meeting to conspire against Kiyo-
mori held at a mountain villa in Shishigatani, and that Kiyomori was informed 
of this conspiracy by Tada Yukitsuna, is not based on a historical occurrence.

�e idea that the conspiracy against Kiyomori was undertaken in secret was 
something that circulated in aristocratic circles at the time, but was in fact only a 
rumor. According to an aristocratic diary, immediately a�er Saikō’s capture, the 
Tendai Zasu Myōun, high abbot of Enryaku-ji, blamed Saikō for a crime he was 
not guilty of, and this was the reason that Go-Shirakawa urged a military attack 
on Enryaku-ji. Also, Taira no Kiyomori was able to cause the disturbance be-
cause of the justi�ability of his blocking of the attack on Enryaku-ji. �is paper 
demonstrates that even aristocratic society accepted this.

�e historical work Hyakuren shō is one source for the Heike monogatari. 
Just because the Hyakuren shō mentions the Shishigatani Incident does not 
mean it should be taken as an historical incident. A letter recently introduced in 
academic circles from Enryaku-ji addressed to Taira no Kiyomori pleads that the 
innocent Tendai Zasu Myōun should be pardoned, and that the military attack 
should be halted. �is paper argues that Kiyomori caused the political distur-
bance based on this letter.
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